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１．はじめに 

現在、世界ではAIが様々な領域で活用され、その影響

力は日々拡大している。特に自然言語処理の分野では、

2022年11月にリリースされたChatGPTが驚異的な普及を見

せ、その後GPT-4をはじめとする大規模言語モデルの進化

により、AI の言語理解・生成能力は飛躍的に向上している。 

同時に、音声認識技術も急速な進歩を遂げており、

OpenAIのWhisperのような高精度な音声認識モデルが登場

している。これらの技術の組み合わせにより、音声データ

の自動文字起こしや要約など、これまで人間が多大な時間

と労力をかけて行っていた作業を、AIが効率的に処理でき

るようになってきている。 

本研究では、最新のAI技術であるLlama3とWhisperを

活用し、会議などの音声ファイルから自動的に協議録を作

成するシステムの開発に成功したので報告する。本論文で

は、このシステムの開発プロセスと成果、さらには音声認

識とテキスト生成を組み合わせたAIアプリの可能性と課

題について論じる。 

 

２．背景と関連研究 

2.1 音声認識技術の進展 

音声認識技術は近年急速な発展を遂げており、その精度

と実用性は飛躍的に向上している。特に、OpenAIが開発し

たWhisperモデルは、多言語対応と高い認識精度で注目を

集めている。Whisperは、大規模な音声データセットで訓

練されており、様々な話者や環境下での音声を高精度で文

字に起こすことができる。 

音声認識技術は隠れマルコフモデル（HMM）を用いた手

法で現在のディープラーニングベースのモデルに至ってい

る。最新のモデルでは、ノイズの多い環境下や複数話者の

会話でも高い精度を実現しており、実用的なアプリケーシ

ョンの可能性が大きく広がっている。 

 

2.2 大規模言語モデルLlama 

自然言語処理の分野では、GPT（Generative Pre-trained 

Transformer）系列のモデルが大きな影響を与えている。特

にOpenAIのGPT-3およびGPT-4は、その巨大なパラメータ

数と高度な言語理解・生成能力で注目を集めた。一方、

Meta AI（旧Facebook AI Research）が開発したLlamaシリ

ーズも、オープンソースモデルとして広く利用されている。 

Llama3は、Llama2の後継モデルとして、さらに改良され

た性能を持つ。具体的には、より大規模なデータセットで

の訓練、アーキテクチャの最適化、そして多言語対応の強

化などが特徴とされる。GPTシリーズと比較すると、Llama

はオープンソースであることから、研究者や開発者がより

柔軟にカスタマイズや fine-tuning を行えるという利点が

ある。これによって自社の特性に特化したAIモデルの作

成が容易であるということである。 

 

2.3 音声データの自動文字起こしと要約の現状 

音声データの自動文字起こしサービスは、Google 

Speech-to-Text、Amazon Transcribeなど、大手テクノロジ

ー企業が提供するものが主流であった。これらのサービス

は高い精度を誇るものの、専門用語や固有名詞の認識、話

者の識別などに課題があった。 

AIを用いた自動要約技術も進化を続けており、抽出型要

約から生成型要約へと発展している。しかし、長時間の会

議音声から重要なポイントを適切に抽出し、簡潔かつ正確

に要約することは依然として挑戦的な課題である。特に、

文脈の理解や複数の話題にまたがる議論の整理などにおい

て、人間の介入が必要とされることが多い。 

 

2.4 会議録作成の自動化に関する現状 

会議録の自動作成に関する研究は、音声認識と自然言語

処理の両分野にまたがる重要なテーマである。 

しかし、既存のソリューションには、長時間の会議への

対応、専門用語の正確な認識、非言語情報の取り扱いなど

において課題が残されている。また、生成された会議録の

読みやすさや、重要ポイントの適切な強調なども改善の余

地がある領域である。 

 

2.5 AI倫理と個人情報保護 

音声データの処理とAIによる文書生成には、プライバ

シーと倫理に関する重要な問題が付随する。会議の音声デ

ータには個人情報や機密情報が含まれる可能性が高く、そ

のセキュアな取り扱いが求められる。日本のプライバシー

法に準拠したデータ処理が不可欠である。 

また、AIによる文書生成には、バイアスの問題や情報の

誤った解釈・生成のリスクがある。特に、重要な意思決定

に関わる会議の記録を自動生成する場合、その正確性と公

平性を担保する仕組みが必要となる。 

さらに、音声認識技術の発展により、個人の声紋データ

の扱いも倫理的な議論の対象となっている。音声データか

ら個人を特定できる可能性があるため、データの匿名化や

使用目的の明確な制限など、慎重な取り扱いが求められる。 

これらの背景を踏まえ、本研究では最新の音声認識技術

と自社の言語モデルを組み合わせ、高精度かつ倫理的に配

慮した会議録自動作成システムの開発に取り組んだ。次章

では、本研究で開発したシステムの詳細について説明する。 

 



 

 
３．システム設計と実装 

3.1 システム概要 

本研究で開発したシステムは、音声ファイルから高精度

な協議録を自動生成することを目的としている。システム

の全体像を図1に示す。 

主要コンポーネントは以下の通りである： 

1. 音声ファイル入力モジュール 

2. 音声分割処理モジュール 

3. Whisperによる音声認識モジュール 

4. Llama3による協議録生成モジュール 

5. 後処理・出力モジュール 

 

図 1: システム全体のフローチャート 

 

ユーザーが音声ファイルをアップロードすると、システム

は自動的に処理を開始し、最終的に整形された協議録を出

力する。 

 

3.2 音声ファイルの前処理 

入力：システムは.mp3, .wav, .m4a形式の音声ファイル

に対応している。ユーザーはウェブインターフェースを通

じてファイルをアップロードする。 

分割アルゴリズム：Whisperの推奨最大入力長である2

分を考慮し、以下のアルゴリズムで音声ファイルを分割す

る： 

1. ファイル全体の長さを確認 

2. 2分を超える場合、2分ごとに分割（オーバーラップを

考慮） 

3. 分割点は無音部分を検出して決定（PyDubライブラリを

使用） 

分割ファイルの管理：各分割ファイルには一意のIDを付

与し、処理順序を保持するためのメタデータと共に一時ス

トレージに保存する。 

 

3.3 Whisperを用いた音声認識 

モデル選択：Whisper large-v3モデルを採用。その理由

は以下の通り： 

- 多言語対応（日本語の認識精度が高い） 

- ノイズに強く、多様な音声環境に対応 

- オープンソースで柔軟なカスタマイズが可能 

パラメータ最適化： 

- beam_size: 5 （精度と処理速度のバランスを考慮） 

- temperature: 0 （決定論的な出力を得るため） 

- language: "ja" （日本語に特化） 

精度評価： 

- 評価用の会議音声データセット（10時間分）を用意 

- Word Error Rate (WER)を主要指標として使用 

- 結果：WER 4.2%（業界標準の5%を下回る高精度を達成） 

 

 

3.4 Llama3のファインチューニング 

データセット： 

- 実際の協議録ファイル（匿名化処理済み）  

- 入力：音声認識結果、出力：整形された協議録 

ファインチューニングプロセス： 

1. Llama3のベースモデル（7B）を使用 

2. LoRA（Low-Rank Adaptation）を用いたパラメータの効率

的な学習 

3. 学習率: 1e-5, エポック数: 3, バッチサイズ: 4 

タスク特化の工夫： 

- 協議録特有の構造（議題、発言者、決定事項等）を認識

するためのプロンプトエンジニアリング 

- 重要ポイントの抽出と要約能力向上のための追加タスク 

 

3.5 協議録生成プロセス 

Whisper出力の処理： 

1. タイムスタンプ情報の抽出と保持 

2. 話者区分の推定（音声の特徴とコンテキストを利用） 

3. 文章の区切りと段落構造の最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Whisper Llama3 



 

 
 

Llama3へのプロンプト設計： 

 

後処理： 

- フォーマットの統一（フォント、インデント等） 

- 固有名詞や専門用語の確認と修正 

- タイムスタンプの再挿入 

 

3.6 自社サーバーでの実装 

セキュリティ対策： 

- ファイアウォールの設定（特定ユーザーからのアクセス

のみ許可） 

—社内からのみアクセス可能 

プライバシー保護： 

- 音声データと生成テキストの自動匿名化処理 

- 処理完了後の一時データの完全消去 

- アクセス権限の厳格な管理と定期的な監査 

スケーラビリティ： 

- コンテナ化（Docker）によるマイクロサービスアーキテ

クチャ 

- 負荷に応じた自動スケーリング（Kubernetes使用） 

 

設定可能オプション： 

- 協議録の詳細度（詳細/標準/概要） 

- 出力形式（プレーンテキスト/Markdown/HTML） 

- 話者の識別レベル（あり/なし） 

 

本システムの主な利点は、高精度な音声認識と協議録に

特化した言語モデルの組み合わせにより、単なる文字起こ

しではなく、構造化された高品質な協議録を自動生成でき

る点にある。また、自社サーバーでの運用により、セキュ

リティとプライバシーの課題も解決している。 

 

４．今後の課題 

本研究で開発したシステムは、音声からの協議録自動生

成において一定の成果を上げた。しかしさらなる改善と拡

張の余地があり、以下に主要な課題と今後の研究方向を示

す。 

 

4.1 マルチモーダル対応 

映像データを活用した話者識別や非言語情報の取り込み 

プレゼンテーション資料との連携による、より豊富な文脈

理解 

 

4.2 リアルタイム処理の実現 

ストリーミング音声入力への対応 

低遅延での協議録生成と逐次更新機能の実装 

 

4.3 ユーザーインターフェースの作成 

より直感的で使いやすいUI/UXの設計 

需要があればモバイルデバイスでも開発を行う予定 
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システム: あなたは高性能な協議録作成 AI アシスタントです。以

下の文字起こしデータを基に、形式的かつ簡潔な協議録を作成し

てください。重要なポイントを抽出し、決定事項を明確にしてく

ださい。 

ユーザー: [Whisper による文字起こしデータ] 

システム: 以下の形式で協議録を作成してください： 

1. 業務概要 

2. 現況報告 

3. 討議内容（各議題ごとに整理） 

4. 決定事項 

5. 次回までの課題・次回協議日程など 

AI: 理解しました。協議録を作成します 

https://openai.com
https://ai.meta.com/meta-ai/


 

 

 

 

件名: 国道 314 号湯野原湖泉橋修繕業務に関する協議 

日時: 不明（音声ファイル内で特定不可） 

場所: 不明（音声ファイル内で特定不可） 

出席者: 

発注者側: 雲南県土整備事務所 伊佐田博事業主（総括監督

員）、床谷山田竹内係長（主任監督員・監督員） 

受注者側: 藤井基礎 南木（管理技術者）、香川（担当技術

者） 

議事内容: 

1. 業務概要 

- 業務名: 国道 314 号湯野原湖泉橋修繕業務 

- 履行期間: 2023 年 6 月中旬〜2023 年 12 月 20 日 

- 業務内容: 詳細調査、補修設計、施工計画、工事実施図面作

成 

2. 橋梁の現況 

- 1935 年竣工、RCT 桁部分と PC 桁部分で構成 

- 2020 年定期点検で健全性 3 と評価（RCT 桁補強部の浮き、

T 桁部分下部の浮き、ひび割れ） 

3. 調査計画 

- 初回現地調査: 2023 年 7 月 11 日予定 

- 詳細調査前打合せ: 2023 年 8 月上旬 

1. 業務概要: 

- 国道 314 号の湯野原湖泉橋の修繕作業が必要となった。 

- 藤井基礎が受注し、詳細調査、補修設計、施工計画、工事

実施図面の作成を行う。 

- 業務期間は 6 月中旬から 12 月 20 日まで。 

2. 橋梁の状況: 

- 湯野原湖泉橋は 1935 年に竣工した古い橋で、RCT 桁部分

と PC 桁部分がある。 

- 2020 年の定期点検で RCT 桁の補強部の浮きと T 桁部分の

下部の浮き、ひび割れが確認され、健全性 3 と評価された。 

3. 調査計画: 

- 7 月 11 日に初回の現地調査を予定。 

- 8 月上旬に詳細調査前の打ち合わせ、8 月末に詳細調査を計

画。 

- 調査には 3-4 日程度必要と予想。 

4. JR との調整: 

- 橋梁が JR 木月線を跨いでいるため、JR との協議が必要。 

- 9 月 14 日（第 2 木曜日）の 10:00 から 14:40 の間に列車運

休時間を利用して調査を行う可能性。 

- 調査方法として、橋梁点検車の使用や足場の設置

などを検討中。 

実際に作成した協議録の一部分（同じ音声ファイルで出力をそれぞれ指定してみたもの） 


